
 

 2022 年 1 月 13 日 

「ちばぎんビジネスポータル」におけるＳＤＧｓ対応度簡易診断サービスの開始について                           

 千葉銀行（頭取 米本 努）は、2022年 1月 13日（木）より、法人・個人事業主のお客さまのＳＤ

Ｇｓに関する取組みを支援するため、事業者向けデジタルチャネル「ちばぎんビジネスポータル」に

おいて、自社のＳＤＧｓ対応度が把握できる簡易診断サービスを開始します。 

当行は、2019年 5月に「ちばぎんグループＳＤＧｓ宣言」※を制定し、地域の持続的な成長を実現

するため、地域の問題解決に向けた具体的な活動に取り組んでいます。2020年 10月より取扱いを開

始した「ちばぎんＳＤＧｓフレンズローン」では、取組時のチェックシートにより事業活動や経営課

題とＳＤＧｓを関連付けて可視化することで、お客さまのＳＤＧｓ経営の推進にお役立ていただいて

います。 

今回の簡易診断サービスでは、損害保険ジャパン株式会社(取締役社長 西澤 敬二)及びＳＯＭＰＯ

リスクマネジメント株式会社(代表取締役社長 桜井 淳一)のご協力をいただいて作成したポータル

内の「ＳＤＧｓ対応度簡易診断チェックシート」にご回答いただくだけで、お客さまにＳＤＧｓ対応

度をグラフ等で示した簡易レポートの提供が可能となりました。 

当行は、引き続きＳＤＧｓに取り組む事業者を全力で支援し、地域社会の持続的成長に貢献してま

いります。 

 

※地域が抱える社会・環境問題の認識やこうした課題に対する当行グループの取組方針をまとめた 

もの。 

 

  



                                 

（別 紙） 
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